
３）オピオイド鎮痛薬の投与経路（製剤）の選択
と変更

　経口投与は最も簡便で患者が自己管理を行いやすい方法であ

り、オピオイド鎮痛薬の投与経路としては第一選択となる。しか

し、経口投与が困難な場合には個々の患者にあった投与経路や製

剤を選択する。

（１）投与経路（製剤）の選択

■経口剤 	

○　経口投与での製剤には、錠剤（速放製剤、徐放製剤）、散剤、

液剤（内服液）があり、患者の状況、薬剤を服用するうえ

での利便性などを考慮して選択する。

○　悪心が強い時や消化管障害などで薬物の吸収に問題があ

ると考えられる場合は経口投与以外の経路を考慮する。

■貼付剤 	

○　フェンタニルの貼付剤は経皮的に吸収されて全身作用を

示す製剤である。

○　貼付剤は適切に貼付されていないと期待した薬効が得ら

れない場合がある。

○　貼付剤は一般的に速効性は期待できない。

○　貼付剤を剥離した後も薬効がしばらく持続する。

■坐　剤 	

○　坐剤にはモルヒネ製剤がある。

○　坐剤は直腸内への投与により薬物が直腸から吸収されて
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全身作用を示す。

○　坐剤は患者自身で投与することが困難な場合や頻回の直

腸内投与は直腸粘膜に損傷を与える場合があることに注意

する。（通常、経口投与が適さない場合に選択される。）

■注射剤 	

○　可能な限り持続皮下投与を選択する。（敢えて静脈路を

確保する必要はない。）

○　持続皮下投与では医師等の指導により患者やその家族で

の抜針や注射針の刺入が可能であり、在宅においても使用

できるものもある。

○　筋肉内投与は継続的な投与に適さない。

○　単回投与において同じ投与量であっても、皮下投与（皮

下注）、静脈内投与（静注）、筋肉内投与（筋注）では、薬

効の発現までの時間と持続時間が違うことに注意する。（一

般的には、薬効の発現は、静注、筋注、皮下注の順で速く、

持続時間は、皮下注、筋注、静注の順で長い。）

○　持続皮下投与では、通常、同一部位からは1日20mL程

度が限度であることに留意する。

（２）投与経路（製剤）の変更

　投与経路の変更は、患者の服用における負担の軽減、鎮痛効

果の維持や改善などの場合に行われる。

■変更時に留意すること 	

○　変更前の鎮痛薬の最終投与時刻から効果が切れる時間、

変更後の鎮痛薬の投与時刻から効果が発現する時間を考慮
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する。（変更前の鎮痛薬の薬効が切れる時間に薬効が得ら

れるよう開始する。）

○　変更前後は鎮痛効果が不安定になりやすいことに留意す

る。

考慮すべきポイント

図3-3　投与経路（製剤）の選択の考え方

経口投与 経口投与（経口剤）を選択

経皮吸収（貼付剤）を選択

持続皮下注（注射剤）を選択

持続静注（注射剤）を選択

経直腸投与（坐剤）を選択

※筋肉内投与（注射剤）：継続的な投与には適さない

非経口投与を考慮

・静脈路からの投与が好ましくない

・静脈路が確保されている
・皮下注による皮膚合併症が存在する

・経直腸投与が可能である

選択（アクション）

不
可
能

可能



表3-2　オピオイド鎮痛薬の投与経路（製剤）の変更例
先行（薬） 変更（薬） 変更方法

モルヒネ12時間
徐放製剤
オキシコドン
徐放製剤（経口）

モルヒネ24時間徐放製剤（経口）
オキシコドン徐放製剤（経口）
モルヒネ坐剤
モルヒネ持続皮下注・静注

先行薬の最終投与の12時
間後を目安に変更の薬を
開始する

フェンタニル貼付剤 先行薬と同時に貼付し、
次回より変更薬のみ

モルヒネ24時間
徐放製剤（経口）

モルヒネ12時間徐放製剤（経口）
オキシコドン徐放製剤（経口）
モルヒネ坐剤
モルヒネ持続皮下注・静注

先行薬の最終投与の24時
間後を目安に変更の薬を
開始する

フェンタニル貼付剤
先行薬の最終投与の12時
間後を目安に貼付し、次
回より変更薬のみ

モルヒネ坐剤

モルヒネ12時間徐放製剤（経口）
モルヒネ24時間徐放製剤（経口）
オキシコドン徐放製剤（経口）
モルヒネ持続皮下注・静注

先行薬の最終投与の８時
間後を目安に変更の薬を
開始する

フェンタニル貼付剤
先行薬の最終投与と同時
に貼付し、次回より先行
薬のみ

モルヒネ持続皮下
注・静注

モルヒネ12時間徐放製剤（経口）
モルヒネ24時間徐放製剤（経口）
オキシコドン徐放製剤（経口）
モルヒネ坐剤

変更薬の開始2時間後を
目安に先行薬の減量〜中
止

フェンタニル貼付剤 貼付6〜12時間後を目安
に先行薬の減量〜中止

フェンタニル貼付剤

モルヒネ12時間徐放製剤（経口）
先行薬（貼付）を剥がして
12時間後を目安に変更薬
開始

モルヒネ24時間徐放製剤（経口）先行薬（貼付）を剥がすと
同時に変更薬を開始する

オキシコドン徐放製剤（経口）
モルヒネ坐剤
モルヒネ持続皮下注・静注

先行薬を剥がして12時間
後を目安に変更薬開始

（国立がん研究センター中央病院緩和医療科による）
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